




































































































M8 以上の海溝型巨大地震や長さ 80km 以上の
長大な活断層による地震動評価に適用できる震
源のモデル化手法の検討も進めています。その
成果は、「震源断層を特定した地震の強震動予
測手法（レシピ）」の改良につながるものとして
期待されています。
おわりに
　これまでの地震ハザード評価は、新たに得ら
れた知見を追加していくことで改良が進められ
てきました。しかし、これからは、発生する可
能性が否定できない事象を最初にすべて考慮し
た上で、その後新たな知見が得られることによ
り発生し得ないことが確認された事象を削除し
ていくといった改良を進めることも必要と言え
ます。地震ハザード評価の改良はまだ途上であ
り、今後も引き続き研究を行っていきます。
　なお、地震ハザードには地震動によるハザー
ドだけでなく津波ハザードも含まれます。防災
科研では、2012年度より津波ハザード評価に
関する研究も進めています。図１　長期間平均ハザードの地図の例（再現期間 10 万年）
